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今年の星陵祭は２日間で約6400名の方が
来場、それでも去年より300名少ない。その
うち25R関係者は96名、全24クラス中18番
目であった。さて、来年に向けて、気づいた
ことをちょっと辛口で述べておこう。

＊
役者諸君は、反省会の時にも言ったけれど、

個々の演技はなかなかだったと思う。
○木俣＝●●も●も甲乙つけがたし。●●は
昨年から２年連続の泥棒役で、「泥棒といっ
たら●●」といった感じである。
○瀬川＝●●は（台本を見れば分かるが）よ
く役や演技を研究してがんばっていた。姉御
的な迫力が今一つだったか。●●は台詞のか
けあいのタイミングが上手で面白かった。も
う少し一つ一つの台詞を大切にするとさらに
よい。
○赤井＝婦警としては●●に「らしさ」があ
ったし、木俣の恋人としては●●に「らしさ」
があった。足して二で割れれば…（笑）。
○木場＝クラスの二人（イイ人）を知ってい
るせいもあるが、●●も●●ももう少し悪人
になりきると更によかったと思う。
○築山＝●●も●●もコメディエンヌの部分
はうまく演じていた。悪人になりきれず悩み
を抱えているという演技は、演じ慣れている
●●が一枚上手だったか。
○平松＝これが難しい役で、どちらもしっか
りこなしていたが、敢えて言えば神懸かり？
不足。おかしさも深刻さも、もっと神父的に？
大げさに演じた方が存在感が増したと思う。
○沢村＝●●も●●もよかったが、最後のロ
ッカーのカギを捨てる場面で、今の自分には

お金が必要ないということを台詞なしで演じ
た●●が一歩リード。歌は…？
○警官＝●●は普段の●●が警官になった感
じで、●●も普段の●●が警官になった感じ。
まあ、そこがよかった気もするが…。

＊
役者全体に言えることは、個々の場面の演

技は悪くないのに、この劇全体を見渡した時
に、一人の人物としての統一感が欠けていた
のではないかということである。どの役もコ
メディ的な部分とシリアスな部分をもってい
るわけだが、そのミックス具合というか、バ
ランスの取り方というか、そこがうまくコン
トロールしきれていないために、例えば任意
同行を求められて木俣が木場に噛みつく場面
などでは、必要以上に険悪な雰囲気が出てし
まっていたように思う。観客は劇を楽しみに
来ているのだから、木俣がちょっと強うそう
なフリをすると、すかさず木場が悪の本性を
垣間見させ、木俣は一瞬でシュンとなってし
まって笑いを誘う…みたいな感じの方がイイ
のではないかと思う。この辺はぜひ来年に生
かして、単に場面を演じるのではなく、劇全
体を演じるのだという意識をもって演技を研
究してほしい。

＊
余計な暗転もなく舞台の展開も早くて、見

ている方はストレスなく楽しめたと思う。勧
誘の看板や外装飾も洒落ていたし、予算不足
で？何も描かれていない背景も、案外??評判
がよかった。音響・照明も回を重ねるごとに
スムーズに機能していくようになった。この
経験を来年に結びつけよう。


